
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
対
策
支
援

■
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
７
月
24
日

㈰
に
終
了
予
定
で
す
。
地
デ
ジ
の
準

備
が
お
済
み
で
な
い
方
、
地
デ
ジ
に

つ
い
て
も
っ
と
お
知
り
に
な
り
た
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時　
６
月
27
日
㈪
〜
８
月
25

日
㈭　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
金
・

土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
た
だ
し
７

月
24
日
㈰
は
開
催
し
ま
す
。

設
置
場
所　
市
役
所
１
階　

ロ
ビ
ー

■
区
域
外
（
県
外
）
放
送
の
個
別
ア

ン
テ
ナ
受
信
の
支
援

　

国
が
指
定
し
た
区
域
内
で
個
別
受

信
ア
ン
テ
ナ
に
よ
る
区
域
外
の
地
上

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
受
信
実
態
が
あ
り
、

交
付
決
定
後
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

加
入
手
続
き
を
す
る
世
帯
に
上
限
３

万
円
を
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

デ
ジ
サ
ポ
徳
島

（
☎
０
８
８

−

６
０
３

−

０
２
０
０
）

へ

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世

帯
（
生
活
保
護
世
帯
等
）
及
び
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
に
簡
易
な
地
デ

ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
省
地
デ
ジ
チ

ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０

−

０
２
３
７
２
４
）
へ

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

メ
リ
ッ
ト

・
少
子
・
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立

方
式
の
年
金
。

・
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付

き
。

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
。

・
手
厚
い
政
策
支
援
で
保
険
料
に
国

庫
補
助
も
。

加
入
条
件
は　
次
の
①
〜
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
。

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
。

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
。

問
い
合
わ
せ
は　
農
業
委
員
会
事
務

局
（
☎
22

−

３
７
９
０
）
ま
た
は
、

最
寄
り
の
農
協
へ

農
業
者
年
金
の
現
況
届
の
提
出
は

６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

被
災
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
免

　

自
然
災
害
等
（
風
水
害
、
地
震
災

害
、
火
災
）
に
よ
り
土
地
、
家
屋
及

び
償
却
資
産
に
一
定
以
上
の
損
害
を

受
け
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
申
請
に
は
、
市
税
減

免
申
請
書
及
び
損
害
の
程
度
を
証
明

す
る
書
類
（
写
真
等
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

−

１
１
１
４
）
へ

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催（
無
料
）

　
「
必
ず
も
う
か
る
」
と
金
融
商
品

を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
も
、

手
口
を
知
っ
て
、
悪
質
商
法
か
ら
、

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

日
時 
６
月
３
日
㈮　

午
後
１
時
〜

２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館　

ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

演
題　
「
悪
質
商
法
か
ら
身
を
ま
も

ろ
う
。
投
資
詐
欺
（
利
殖
商
法
）
に

つ
い
て
」

講
師　
弁
護
士
法
人
リ
ー
ガ
ル
ア
ク

シ
ス
あ
な
ん
共
同
法
律
事
務
所　

弁

護
士　

立
石
量
彦
さ
ん

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

−

１
１
１
６
）
へ

６
月
１
日
〜
７
日
は「
水
道
週
間
」で
す
！

　

今
年
の
水
道
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

　
「
蛇
口
か
ら　
あ
ふ
れ
る
ぼ
く
ら
の　
夢
・
未
来
」
で
す
。

　

水
は
、
私
た
ち
人
間
は
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
も
決
し
て
無
限
で
は
な
く
、
今
や
限
り
あ
る
貴
重

な
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
限
り
あ
る
水
を
暮
ら
し
に
役
立
て
る
と
と
も

に
、
節
水
に
も
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

水
道
の
届
け
出
と
相
談
に
つ
い
て

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

新
し
く
水
道
を
お
使
い
に
な
る
と
き

引
越
し
し
て
い
か
れ
る
と
き

長
い
間
、
水
道
を
お
使
い
に
な
ら
な
い
と
き

使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き

そ
の
他
変
更
が
あ
る
と
き

　
水
道
料
金
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
（
手
続
き
は
市
内
の
金
融
機
関
で
お
願
い
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
は　
業
務
課
（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

次
の
こ
と
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

使
用
量
と
検
針
及
び
水
道
料
金
は
、
業
務
課
（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

給
水
装
置
の
新
設
と
変
更
工
事
及
び
市
指
定
水
道
工
事
店
、
水
道
の
故
障
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
工
務
課
（
☎
22

−

３
２
９
５
）
へ

工
務
課
給
水
係
か
ら
の
お
願
い

　

水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で
の
水
道
管
の
管
理
を
充
実
し
、
修
理
や
検
針
作
業
を
速

や
か
に
行
う
た
め
、
宅
地
内
で
水
道
メ
ー
タ
ー
等
の
移
動
を
行
う
場
合
は
、
申

請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
家
の
建
て
替
え
や
庭
の
工
事
等
で
水
道
メ
ー
タ
ー
や
水
道
管
を
移
動

す
る
場
合
は
、
市
指
定
水
道
工
事
店
を
通
じ
て
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
工
務
課
（
☎
22

−

３
２
９
５
）
へ
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浄
化
槽
法
定
検
査
の

お
知
ら
せ

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、

「
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水
質
に

関
す
る
検
査
（
法
定
検
査
）
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
浄
化
槽
法

に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
業
者
の
行
な

う
点
検
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
か
け

て
、
徳
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関
で

あ
る
㈳
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
６
月
23
日
㈭
〜
７
月
11
日
㈪

対
象
地
域　
阿
南
市
全
域

問
い
合
わ
せ
は　
㈳
徳
島
県
環
境
技

術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

−

６
３
６

−

１
２
３
４
）
へ

介
護
保
険

負
担
限
度
額
申
請

　

介
護
保
険
施
設
の
居
住
費
・
食
費

の
負
担
額
は
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

含
む
）
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
方
に
つ
い
て
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。

現
在
交
付
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

６
月
30
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
場
所　
介
護
保
険
課

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
保
険
課
（
☎

22

−

１
７
９
３
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

Q
も
う
す
ぐ
60
歳
に
な
り
ま
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
る
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
ま

せ
ん
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

A 

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
公
的
年
金
に
加
入
し
て
、

原
則
と
し
て
最
低
25
年
間
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
免
除
・

納
付
猶
予
期
間
を
含
む
）。

　

あ
な
た
の
よ
う
に
、
受
給
資
格
期

間
の
25
年
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や
、

25
年
以
上
あ
る
が
満
額
と
な
る
40
年

に
満
た
ず
年
金
額
を
増
や
し
た
い
人

な
ど
が
、
60
歳
以
上
65
歳
ま
で
の
間

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
70
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
年
金
の
受
給
資
格

期
間
を
満
た
す
ま
で
、
特
例
的
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
手

続
き
は
、
60
歳
に
到
達
し
た
日
以
降
、

任
意
加
入
の
申
出
書
と
口
座
振
替
の

申
出
書
の
両
方
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−
１
１
１
８
）
へ

問い合わせは
消防本部予防課（☎22−3799）へ

すべての住宅に
住宅用火災警報器を!!

お
宅
は
つ
い
て
い
ま
す
か
？

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
！

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

警
察
官
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

徳
島
県
警
察
で
は
、
平
成
23
年
度

警
察
官
Ｂ
（
男
性
及
び
女
性
）
の
採

用
募
集
に
関
し
て
、
７
月
１
日
㈮
か

ら
試
験
案
内
申
込
書
の
配
布
を
開
始

し
ま
す
。

　

採
用
募
集
の
資
格
（
受
験
資
格
）

は
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
方
ま
た

は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
方
以
外
の
方
で
、
採

用
試
験
は
10
月
16
日
㈰
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

210件（  830）
3人（    4）

45人（  155）

救　　急 件 数
搬送人員

255件（1,030）
244人（ 999）

火　　災 件 数
損 害 額

3件（ 23）
3千円（14,927千円）

●阿南署管内平成23年4月分合計　(　)内は1月からの累計

環境と
くらし

シリーズ 〈№ 13〉

６月は
環境月間です

　
「
環
境
月
間
」
は
、
市
民
や
事
業

者
の
皆
様
に
環
境
保
全
な
ど
に
つ
い

て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
積
極
的
に
環
境
保
全
や
創
造
に

関
す
る
活
動
意
欲
を
高
め
る
目
的
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
が
日
々
の
生
活
を

見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
豊
か
な
環
境
を
未
来
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
も
、
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

話
し
合
い
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
、
不
法
投
棄
や

屋
外
で
の
廃
棄
物
等
の
焼
却
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
の
環
境
を
守
る
た
め

に
は
、
み
ん
な
が
協
力
し
な
が
ら
監

視
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
引

き
続
き
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−

３
４
１
３
）
へ

法
定
検
査
は
、

年
１
回
の
浄
化
槽
の

健
康
診
断
で
す
。
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集落名
対象面積

（a）

交付金額

（千円）
主な共同取り組み活動の内容

（農業生産活動、生産性・収益の向上、担い手の定着等に関すること）

田 畑

急傾斜 小区画・
不 整 形 緩傾斜 急傾斜 緩傾斜

金 石 167 19 148 168 水路・農道等の管理

水 井 279 141 138 365 水路・農道等の管理

細 野 470 312 158 670 水路・農道等の管理

成 松 282 282 593 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

喜 来 620 620 1,042 水路・農道等の管理、その他

中 喜 来 141 141 237 水路・農道等の管理、その他

元 信 1,382 1,283 62 37 2,788 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

貞 信 777 777 1,305 水路・農道等の管理

大 根 上 239 239 402 水路・農道等の管理

海 老 川 1,244 1,200 18 26 2,565 水路・農道等の管理、農作業の共同化、農業生産条件の強化、鳥獣害対策

秋 山 135 92 20 23 238 水路・農道等の管理、サポート体制の維持

清 貞 380 359 21 624 水路・農道等の管理

平 川 内 205 203 2 344 水路・農道等の管理

生 谷 214 214 359 水路・農道等の管理

船 頭 ヶ 谷 1,170 1,170 1,966 水路・農道等の管理、農作業の共同化、鳥獣害対策、非対象農家との連携

八 原 毛 540 540 1,135 水路・農道等の管理、協定農用地の拡大、農作業の共同化、新規就
農者の確保、サポート体制の維持

香 236 236 398 水路・農道等の管理、農作業の共同化

平松・高瀬 180 180 302 水路・農道等の管理

働 々 814 775 39 1,327 水路・農道等の管理、農作業の共同化

尻 杭 333 248 85 472 水路・農道等の管理

長 谷 川 180 180 303 水路・農道等の管理

長 谷 川 東 111 111 187 水路・農道等の管理

辺 川 648 545 103 1,011 水路・農道等の管理、鳥獣害対策、水源地の保全

貝 谷 356 347 9 593 水路・農道等の管理

赤 崎 194 74 120 236 水路・農道等の管理

壱 升 ヶ 森 284 219 65 513 水路・農道等の管理、サポート体制の維持、非農家の農業労働力支援

※面積は１ａ未満切り捨て、交付金額は千円未満切り捨ててあります。

　平成22年度中山間地域等直接支払交付金の交付状況を中山間地域等直接支払交付金実施要領第12条の規定により
公表します。

１　集落協定
　⑴協定数　26協定　　⑵対象面積　11,581ａ　　⑶交付金額　20,143千円

２　個別協定
　⑴協定数　２協定　　⑵対象面積　49ａ　⑶交付金額　102千円

◆中山間地域等直接支払事業とは、耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中山間地域に
おいて、多面的機能の維持・増進を一層図るため、自律的かつ継続的な農業生産活動等の体制整備に向けた前向き
な取組等を推進することを条件に、農地の生産条件、耕作面積に応じた額を受け取ることができる制度です。
問い合わせは　農林水産課（☎22−1598）へ

平成22年度阿南市中山間地域等直接支払事業の実施状況
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